
〔調査方法〕

〔ＤＩ値とは〕

　【業況】…「好転」-「悪化」 　【売上】…「増加」-「減少」
　【採算】…「好転」-「悪化」 　【資金繰り】…「好転」-「悪化」
　【仕入単価】…「下落」-「上昇」 　【従業員】…「不足」-「過剰」
　【資金借入難易感】…「容易」-「困難」

〔調査対象業種〕
建設業 　総合工事業、設備工事業、職別工事業
製造業 　鉄鋼・金属製品・機械器具製造業、食料品・印刷・窯業・土石製品製造業
卸売業 　建材・鉱物・機械器具卸売業、飲食料品・衣服等卸売業
小売業 　飲食料品小売業、衣料・身の回り品・その他小売業
サービス業 　宿泊業、飲食サービス業、生活関連サービス業

〔調査対象数・回答状況〕
建設業 製造業 卸売業 小売業 サービス業 全産業

39 45 26 27 39 177
27 34 17 15 28 121

69.2% 75.6% 65.4% 55.6% 71.8% 68.4%

調査対象数

回答数
回答率（％）

柏崎商工会議所

第244回柏崎地域早期景気観測調査　報告書
＜ＬＯＢＯ調査結果＞
ー　令和2年3月期　ー

　会員企業1社に対して、毎月下旬に【業況】【売上】【採算】【資金繰り】【仕入単価】【従
業員】【資金借入難易感】の7項目について「前年同月比」（※従業員ＤＩについては今期
水準）および「向こう3ヵ月の先行き見通し」の調査を依頼、翌月上旬までに寄せられた
回答を集計し、その結果をＤＩ値で表します。
　ＤＩ値は、実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広
がりを意味します。

　ＤＩ値（景況判断指数）とは、「増加・好転」などの回答割合から「減少・悪化」などの
回答割合を引いたもので、景況感の方向、強弱を示します。

業　種

1



◆概況（全産業合計）

19年10月 19年11月 19年12月 20年1月 20年2月 20年3月

▲39.1 ▲ 26.2 ▲ 40.3 ▲ 42.6 ▲ 48.5 ▲ 57.5

▲24.1 ▲ 26.8 ▲ 29.4 ▲ 26.8 ▲ 32.6 ▲ 49.0

▲43.5 ▲ 27.2 ▲ 30.7 ▲ 34.5 ▲ 40.7 ▲ 58.0

▲17.4 ▲ 22.5 ▲ 21.7 ▲ 20.3 ▲ 25.1 ▲ 41.3

▲39.1 ▲ 26.2 ▲ 30.5 ▲ 40.5 ▲ 42.3 ▲ 60.4

▲21.8 ▲ 25.1 ▲ 23.3 ▲ 22.9 ▲ 28.2 ▲ 43.5

▲13.0 ▲ 17.5 ▲ 11.2 ▲ 18.0 ▲ 22.9 ▲ 30.6

▲12.1 ▲ 13.6 ▲ 13.6 ▲ 11.8 ▲ 15.8 ▲ 27.3

▲33.9 ▲ 38.8 ▲ 41.8 ▲ 24.0 ▲ 24.0 ▲ 23.1

▲41.3 ▲ 39.3 ▲ 36.2 ▲ 35.3 ▲ 31.6 ▲ 22.9

20.9 18.5 14.8 14.1 2.8 ▲ 4.4

▲ 0.9 ▲ 1.6 ▲ 0.4 ▲ 0.7 ▲ 6.6 ▲ 6.9

＜移動平均分析（全産業）＞

資金借入難易感 柏　崎 ▲ 15.5

業況ＤＩは▲57.5となり、前月期から9.0ポイントマイナス幅が拡大した。回答121事業所のうち70社が業況にお
いて｢悪化｣と回答しており、先行き見通しにおいては97事業所が｢悪化｣と予想している。移動平均分析のトレ
ンドも下降傾向が続いている。

　時系列データでみた場合、データの変化が激しく、基本的な変化の傾向がつかみにくいことがありますが、移動平均という方法を用いることに
より、データ全体の変化の傾向を解析することができます。
　ここでは、業況・売上・採算の三項目について、当該月を含めて過去6ヵ月分の平均値を連続的に求め、グラフ化しています。

従業員
柏　崎 ▲ 5.9

全　国 12.2

資金繰り
柏　崎 ▲ 43.0

全　国 ▲ 34.2

仕入単価
柏　崎 ▲ 27.3

全　国 ▲ 21.5

売　上
柏　崎 ▲ 81.1

全　国 ▲ 54.4

採　算
柏　崎 ▲ 78.8

全　国 ▲ 52.4

先行き見通し
4月～6月

業　況
柏　崎 ▲ 80.7

全　国 ▲ 56.5

項　目

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

15/1011 1216/12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1217/12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1218/12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1219/12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1220/12 3

年／月

【全産業】 業況ＤＩ＜前年同月比＞の推移 柏崎 全国

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

15/1011 1216/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1217/12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1218/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1219/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1220/1 2 3

年／月

【全産業】 業況・売上・採算DI＜6ヵ月移動平均＞の推移 業況 売上 採算

2



◆産業別調査結果

【建設業】

19年10月 19年11月 19年12月 20年1月 20年2月 20年3月

▲ 3.6 ▲ 7.4 10.7 ▲ 11.5 ▲ 28.6 ▲ 14.8

▲ 7.9 ▲ 6.9 ▲ 12.8 ▲ 10.4 ▲ 13.0 ▲ 49.0

▲ 3.6 ▲ 26.9 ▲ 3.6 ▲ 11.1 ▲ 14.3 ▲ 11.1

▲ 2.4 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 10.1 ▲ 8.5 ▲ 41.3

▲ 7.1 ▲ 11.5 0.0 ▲ 18.5 ▲ 35.7 ▲ 18.5

▲ 11.8 ▲ 9.6 ▲ 9.2 ▲ 13.3 ▲ 16.8 ▲ 17.7

3.6 ▲ 3.8 ▲ 7.1 ▲ 11.1 ▲ 17.9 ▲ 14.8

▲ 5.0 ▲ 4.2 ▲ 4.6 ▲ 4.3 ▲ 5.7 ▲ 9.0

▲ 32.1 ▲ 34.6 ▲ 28.6 ▲ 33.3 ▲ 32.1 ▲ 51.9

▲ 48.5 ▲ 44.6 ▲ 43.4 ▲ 44.6 ▲ 39.9 ▲ 36.9

53.6 57.7 32.1 33.3 14.3 25.9

3.4 10.7 0.0 ▲ 3.7 ▲ 7.1 ▲ 7.4

＜移動平均分析（建設業）＞

先行き見通し
4月～6月

項　目

31.5
資金借入難易感 柏　崎 ▲ 11.1

業況DIは▲14.8となり、前月期から13.8ポイントマイナス幅が縮小した。要因として、3月期ではまだ新型コロナ
ウイルスの影響を大きく受けておらず、暖冬の影響を受けた2月期よりも「悪化・減少」の回答が減少したこと
があげられる。4月以降の先行き見通しでは、新型コロナウイルス感染症による影響か、マイナス幅が大幅に
拡大する予想である。

仕入単価
柏　崎 ▲ 48.1

全　国 ▲ 37.8

従業員
柏　崎 29.6

全　国

採　算
柏　崎 ▲ 55.6

全　国 ▲ 29.7

資金繰り
柏　崎 ▲ 29.6

全　国 ▲ 14.4

業　況
柏　崎 ▲ 51.9

全　国 ▲ 56.5

売　上
柏　崎 ▲ 59.3

全　国 ▲ 54.4
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年／月

【建設業】 業況ＤＩ＜前年同月比＞の推移 柏崎 全国
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【建設業】 業況・売上・採算DI＜6ヵ月移動平均＞の推移 業況 売上 採算
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【製造業】

19年10月 19年11月 19年12月 20年1月 20年2月 20年3月

▲ 57.6 ▲ 39.3 ▲ 51.6 ▲ 40.0 ▲ 54.8 ▲ 52.9

▲ 25.3 ▲ 28.5 ▲ 35.8 ▲ 31.1 ▲ 41.5 ▲ 51.7

▲ 66.7 ▲ 32.1 ▲ 32.3 ▲ 34.3 ▲ 41.9 ▲ 52.9

▲ 16.7 ▲ 24.0 ▲ 27.7 ▲ 25.7 ▲ 34.0 ▲ 47.4

▲ 54.5 ▲ 35.7 ▲ 32.3 ▲ 40.0 ▲ 54.8 ▲ 58.8

▲ 18.5 ▲ 25.3 ▲ 27.7 ▲ 29.0 ▲ 33.4 ▲ 44.3

▲ 18.2 ▲ 14.3 ▲ 6.5 ▲ 20.0 ▲ 25.8 ▲ 26.5

▲ 9.8 ▲ 12.3 ▲ 13.1 ▲ 13.2 ▲ 19.2 ▲ 25.6

▲ 30.3 ▲ 25.0 ▲ 35.5 ▲ 20.0 ▲ 12.9 ▲ 8.8

▲ 40.6 ▲ 35.7 ▲ 37.4 ▲ 31.7 ▲ 27.9 ▲ 19.4

▲ 6.1 ▲ 10.7 ▲ 9.7 ▲ 8.6 ▲ 25.8 23.5

6.1 7.1 3.2 8.6 0.0 0.0

＜移動平均分析（製造業）＞

2.9
資金借入難易感 柏　崎 0.0

業況DIは▲52.9ポイントとなり、前月期とほぼ同様であった。先行き見通しは▲85.3ポイントとなり、新型コロナ
ウイルス感染症の影響から大幅な下降が予想されている。移動平均分析のトレンドは業況・採算DIにおいて
下降傾向が続いている。

仕入単価
柏　崎 ▲ 14.7

全　国 ▲ 14.8

従業員
柏　崎 29.4
全　国

採　算
柏　崎 ▲ 79.4

全　国 ▲ 52.0

資金繰り
柏　崎 ▲ 41.2

全　国 ▲ 30.9

業　況
柏　崎 ▲ 85.3

全　国 ▲ 55.7

売　上
柏　崎 ▲ 82.4

全　国 ▲ 56.5

項　目
先行き見通し

4月～6月

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

15/1011 1216/12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1217/12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1218/12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1219/12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1220/12 3

年／月

【製造業】 業況ＤＩ＜前年同月比＞の推移 柏崎 全国
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年／月

【製造業】 業況・売上・採算DI＜6ヵ月移動平均＞の推移
業況 売上 採算
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【卸売業】

19年10月 19年11月 19年12月 20年1月 20年2月 20年3月

▲ 46.7 ▲ 23.1 ▲ 42.9 ▲ 57.1 ▲ 57.1 ▲ 64.7

▲ 26.9 ▲ 29.4 ▲ 31.4 ▲ 28.9 ▲ 37.5 ▲ 49.0

▲ 46.7 ▲ 30.8 ▲ 42.9 ▲ 57.1 ▲ 64.3 ▲ 47.1

▲ 18.1 ▲ 22.3 ▲ 26.4 ▲ 20.9 ▲ 20.5 ▲ 42.3

▲ 46.7 ▲ 23.1 ▲ 35.7 ▲ 50.0 ▲ 35.7 ▲ 52.9

▲ 21.6 ▲ 23.1 ▲ 26.0 ▲ 21.8 ▲ 25.4 ▲ 44.8

▲ 13.3 ▲ 23.1 0.0 ▲ 7.1 ▲ 14.3 ▲ 11.8

▲ 12.3 ▲ 23.1 ▲ 12.0 ▲ 9.6 ▲ 14.3 ▲ 24.9

▲ 20.0 ▲ 53.8 ▲ 50.0 ▲ 14.3 ▲ 16.7 5.9

▲ 33.0 ▲ 53.8 ▲ 34.7 ▲ 29.7 ▲ 28.6 ▲ 22.8
▲ 40.0 46.2 35.7 42.9 0.0 23.5

▲ 13.3 ▲ 7.7 0.0 0.0 ▲ 8.3 0.0

　

＜移動平均分析（卸売業）＞

7.9
資金借入難易感 柏　崎 0.0

業況DIは▲64.7となり、前月期から7.6ポイントマイナス幅が拡大した。先行き見通しでは、業況・売上・採算ＤＩ
は▲58.8となっており、依然として厳しい状況になることが予想されている。移動平均分析のトレンドは下降傾
向で推移している。

仕入単価
柏　崎 ▲ 5.9

全　国 ▲ 24.5

従業員
柏　崎 29.4
全　国

採　算
柏　崎 ▲ 58.8

全　国 ▲ 55.2

資金繰り
柏　崎 ▲ 23.5

全　国 ▲ 32.0

業　況
柏　崎 ▲ 58.8

全　国 ▲ 56.5

売　上
柏　崎 ▲ 58.8

全　国 ▲ 58.1

項　目
先行き見通し

4月～6月
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-40.0
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0.0
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年／月

【卸売業】 業況ＤＩ＜前年同月比＞の推移 柏崎 全国
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【卸売業】 業況・売上・採算DI＜6ヵ月移動平均＞の推移 業況 売上 採算
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【小売業】

19年10月 19年11月 19年12月 20年1月 20年2月 20年3月

▲ 53.8 ▲ 33.3 ▲ 69.2 ▲ 50.0 ▲ 58.3 ▲ 73.3

▲ 38.6 ▲ 42.4 ▲ 40.4 ▲ 38.0 ▲ 39.5 ▲ 58.9

▲ 53.8 ▲ 41.7 ▲ 61.5 ▲ 50.0 ▲ 58.3 ▲ 93.3

▲ 35.8 ▲ 41.9 ▲ 35.0 ▲ 29.2 ▲ 35.2 ▲ 47.3

▲ 46.2 ▲ 41.7 ▲ 69.2 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 80.0

▲ 37.5 ▲ 37.7 ▲ 31.7 ▲ 27.8 ▲ 34.4 ▲ 50.1

▲ 23.1 ▲ 33.3 ▲ 38.5 ▲ 25.0 ▲ 33.3 ▲ 53.3

▲ 19.7 ▲ 21.5 ▲ 21.1 ▲ 15.0 ▲ 20.1 ▲ 32.4
▲ 53.8 ▲ 41.7 ▲ 61.5 ▲ 25.0 ▲ 16.7 ▲ 26.7
▲ 40.0 ▲ 40.0 ▲ 31.2 ▲ 31.7 ▲ 29.4 ▲ 22.9

0.0 ▲ 8.3 0.0 16.7 0.0 ▲ 13.3

▲ 7.7 ▲ 16.7 ▲ 7.7 ▲ 8.3 ▲ 8.3 ▲ 20.0

＜移動平均分析（小売業）＞

14.9
資金借入難易感 柏　崎 ▲ 20.0

業況DIは▲73.3となり、前月期から15ポイントマイナス幅が拡大した。先行き見通しにおいては、15社中14社
が｢悪化・減少｣と回答した為、業況・売上DIで▲93.3となり、小売業界の非常に厳しい状況が伺えた。移動平
均分析のトレンドは下降傾向が続いている。

仕入単価
柏　崎 33.3
全　国 ▲ 20.8

従業員
柏　崎 ▲ 20.0
全　国

採　算
柏　崎 ▲ 86.7

全　国 ▲ 58.9

資金繰り
柏　崎 ▲ 60.0

全　国 ▲ 42.6

業　況
柏　崎 ▲ 93.3

全　国 ▲ 65.5

売　上
柏　崎 ▲ 93.3

全　国 ▲ 63.6

項　目
先行き見通し

4月～6月

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

15/1011 1216/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1217/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1218/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1219/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1220/1 2 3

年／月

【小売業】 業況ＤＩ＜前年同月比＞の推移 柏崎 全国
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【小売業】 業況・売上・採算DI＜6ヵ月移動平均＞の推移 業況 売上 採算
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【サービス業】

19年10月 19年11月 19年12月 20年1月 20年2月 20年3月

▲ 42.3 ▲ 29.2 ▲ 46.2 ▲ 54.2 ▲ 47.8 ▲ 71.4

▲ 20.4 ▲ 23.8 ▲ 23.9 ▲ 23.4 ▲ 28.6 ▲ 49.0

▲ 43.5 ▲ 12.5 ▲ 26.9 ▲ 33.3 ▲ 35.1 ▲ 71.4

▲ 12.5 ▲ 18.9 ▲ 16.0 ▲ 14.1 ▲ 20.7 ▲ 48.4

▲ 39.1 ▲ 25.0 ▲ 26.9 ▲ 45.8 ▲ 34.8 ▲ 75.0

▲ 18.9 ▲ 25.5 ▲ 19.7 ▲ 19.9 ▲ 26.4 ▲ 53.3

▲ 13.0 ▲ 25.0 ▲ 3.8 ▲ 20.8 ▲ 21.7 ▲ 50.0

▲ 12.7 ▲ 15.6 ▲ 14.5 ▲ 13.4 ▲ 16.0 ▲ 37.7
▲ 33.9 ▲ 50.0 ▲ 42.3 ▲ 25.0 ▲ 34.8 ▲ 28.6
▲ 42.0 ▲ 37.4 ▲ 35.3 ▲ 37.9 ▲ 33.2 ▲ 17.5

20.9 20.8 23.1 12.5 8.7 ▲ 10.7

0.0 ▲ 0.9 0.0 ▲ 4.2 ▲ 13.0 ▲ 14.3

＜移動平均分析（サービス業）＞

8.8

採　算
柏　崎

仕入単価
柏　崎 ▲ 32.1
全　国 ▲ 16.8

従業員
柏　崎 ▲ 7.1
全　国

資金借入難易感 柏　崎 ▲ 32.1

業況DIは▲71.4となり、前月期から23.6ポイントマイナス幅が拡大した。先行き見通しにおいては、28社中26社
が｢悪化・減少｣と回答したた為、業況・売上・採算ＤＩで▲92.9となり、小売業同様非常に厳しい状況が伺えた。
移動平均分析のトレンドも下降傾向が続いている。

▲ 92.9

全　国 ▲ 60.6

資金繰り
柏　崎 ▲ 60.7

全　国 ▲ 44.2

業　況
柏　崎 ▲ 92.9

全　国 ▲ 56.5

売　上
柏　崎 ▲ 92.9

全　国 ▲ 61.5

項　目
先行き見通し

4月～6月
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【サービス業】 業況ＤＩ＜前年同月比＞の推移 柏崎 全国
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【サービス業】 業況・売上・採算DI＜6ヵ月移動平均＞の推移 業況 売上 採算
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◇【専用住宅及び併用住宅の市内・市外施行業者別確認件数】

市内施工業者 市外施工業者 計
6 11 17 （件）

1 2 3

7 13 20
69 121 190
12 3 15
9 7 16

90 131 221
97 144 241

・新型コロナウイルス感染症関連、健康増進法等による喫煙不可などが影響し、今後売上減少になることは

・OA機器についても部品調達がままならない状況となっている。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、自動車関連が先月より30%の売上ダウンとなった。

・学校の部活動自粛に伴い用品用具（特に新一年生の用具一式）が販売できず苦慮している。マラソン大会・

＜サービス業＞

＜卸売業＞

・予約段階では良かったが、新型コロナウイルス感染症の「自粛」の影響ですべての予約がキャンセルとなっ
　た。4月5月ともにキャンセルで売上がゼロの状態が続いている。このままでは耐えられないと思う。

　ている。

　の格安動向は物により、値上げする見通し。一部在庫過多により値下げ品も出てくる。
・新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い生鮮水産物の需要減少により単価安となった。今後、輸入冷凍魚

・新型コロナウイルス感染症の経済への悪影響を大きく受けている。イベントや法要・結婚式などの延期
＜小売＞

・新型コロナウイルス感染症の収束が見えないと先行きの見通しはたたず、現状はかなり厳しい。

・新型コロナウイルス感染症の経済への悪影響を大きく受けている。イベントや法要・結婚式などの延期

◇3月期調査に寄せられたコメント(自社の動向、経営上の課題など)

◇【日本商工会議所LOBO調査による3月期の業況】

　や中止により返品（キャンセル）が相次いでいる。自粛ムードが蔓延している為先行きが不透明である。県

＜小売＞

【小売業】
新型コロナウイルスの影響に伴うマスクや除菌関連商品、トイレットペーパー等の紙類、食料品、日常消耗
品等の買いだめの動きが一部に見られ、一時的な需要増はあったものの、インバウンドの減少や国内客の
外出自粛を受けた客足の著しい落ち込み、物産展や催事等の中止の影響により売上が激減し大幅に悪化。
【サービス業】
新型コロナウイルスの影響によりインバウンドを含む観光需要の激減や外出を控える動きが広がる中、団体
旅行客や国内客からのキャンセルが相次いだ宿泊業や飲食業の売上が大幅に悪化し、調査開始以来、過
去最大の悪化幅 を記録。（今月は▲27.2ポイントの悪化。これまでは2011年4月時の▲14 9ポイント）

＜製造業＞
・国に支援を求めるのではなく、自分の力で行き抜く考えと行動が必要です。全世界で人の動きが止まった危
 機には、国も関係機関も全員には対応できないと思います。

【卸売業】
新型コロナウイルス流行の影響により宿泊業や外食、給食等の需要が低迷した農畜水産物・飲食料品関連
が全体を押し下げ、悪化。また、建設業関連の業種からは、中国で生産される部品や資材の納品遅れ・欠品
を指摘する声が聞かれた。

【製造業】
新型コロナウイルスの流行が、工作機械や自動車、産業用機械関連の生産活動に影響を与えているほか
、イベントの自粛等による需要低迷や休校措置により給食関連の受注がキャンセルされた飲食料品関連が
大きく下押しし、悪化。物流の混乱による部品や資材の調達難を指摘する声が幅広い業種から聞かれた。

　外向け企画商材の売上は若干のマイナスではあったが昨年より部材・資材の見直しにより利益率があが

【建設業】
深刻な人手不足の影響が続くほか、新型コロナウイルス流行の影響に伴い、中国で生産されている住宅設
備機器や建築資材などの納品遅れ ・ 欠品の影響が強く、悪化。今後の設備投資意欲の減退を懸念する声
も多く聞かれた。

・3月は、たまたま商品が売れた為、業況・売上と増加になった。予約のキャンセル、会員の休会等が増加し

計

前月まで
の累計

新築

3月

新築
増築
改築
移転
用途変更

計

　避けられない。

　地区運動会も中止となり、売り上げの大幅ダウンが見込まれている。仕入に関しては6ヶ月前よりのファース
　トオーダーが入荷し、支払いが厳しくなっている。

（資料：柏崎市　建築住宅課)

　っている為、利益率は上がった。

合計

増築
改築
移転
用途変更
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